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会 議 等 結 果 報 告 書 

文書番号 課長会議 
会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 

決裁期日 平成２３年１２月１６日 

名 称 臨時課長会議 

日 時 平成２３年１２月１６日(金) ９時００分～１０時１０分 

場 所 役場 ３階 第３会議室 

出席者 

町長、副町長 

各課長 13 人（1名欠席）、消防上富良野署長 

説明員２人、事務局１人       計 19 人 

 

内 容 
◎町長あいさつ 

 ・第４回定例町議会について、無事終了できた。ご協力に感謝する。議会での議論の中で、予算が

伴わなくても実践が可能な事項については、早急な取組みに努められたい。 
 ・新年度の予算編成について、各課からの要求額の集計がまとまったところである。いよいよ査定

を実施することになるが、厳しい状況での査定になることを共有されたい。 
 
［進行：副町長］ 

１ 平成２４年度予算集計状況（12／13 現在）について 

 企画財政班主幹：・資料１に基づき説明。 
 教育振興課長：・本年度はマイナス要求の状況にあったが、厳しい財政状況を関係者等に十分説明

するには、時間的にも厳しかった（補助金等の見直しに向け、関係団体等と十分協議

する時間が取れなかった）。情報提供が必要である。 
 議会事務局長：・現時点で持ち合わせている情報の範囲で、地方交付税の推移をどのように判断し

ているか。 
 保健福祉課長：・福祉施策への町民要望は極めて大きい。事業化には大きな財政負担を伴うが、財

源はマイナス傾向にあり、着地点の設定には苦しい判断が求められる。 
 総務課長：・地方交付税については、今後もう少し細かい情報が示されると思うが、明るい方向は

見込めないものと考えている。 
 副 町 長：・まさに、我々の知恵、能力が試されている。いずれも、限られた財源の中で、何を優

先していくかということで、どのように合意を図っていくかが重要である。 
      ・集計の状況を全体で確認し、今後の査定にあたることとする。 
 
２ 副町長査定について 

 総務課長：・議案の記載内容および資料２に基づき説明。 
      ・現時点で、240,000千円以上の財源不足の状況から査定を行うことになるので、基本

的には歳出削減の方向であることを理解願いたい。 



 副 町 長：・次年度の 1 年間の行動計画として予算に示されていると思うので、その計画（プラ
ン）が、しっかり整理されていないということがないよう、プランの熟度を高めて、

査定に望まれたい。 
      ・他課に関連する事業等については、関係課との事前協議をしっかり整えて査定に臨ま

れたい。 
 

３ その他 

（１）住民会長町政懇談会の意見等について 

 町民生活課長：・当日配付資料に基づき説明。 
・町政懇談会での意見及び回答について、課ごとに整理したので情報提供する。今後の

参考とされたい 
 副 町 長：・すぐ出来る物は、すぐ実行。予算が必要なものは、予算要求など、適切な対応を図ら

れたい。 
 
◎閉会あいさつ 

町  長：・本町の財政状況については、組織内で大きな危機意識を共有できているものと理解し

ている。 
      ・町のふところ事情を、しっかり町民の皆様と共有していくこととあわせて、価値観を

共有していく努力を進めなければならない。 
      ・お金が無いことで、内向きの発想のみにとらわれていると、負のスパイラルに陥って

しまう。こういう時こそ、智恵を絞り新たな発想で物事に取組んでいくチャンスと受け

止めて、努力されたい。 
 
 

【１０時１０分終了】 

 


